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( 5 7 )【特許請求の範囲】

【請求項１】

　立設される構造物が他の構造物の側へ倒れないようにする構造物の支持装置であって、

　前記構造物の他の構造物に対向する側とは反対側の箇所に設定される基礎側固定部と、

　該基礎側固定部と前記構造物とを、通常時に構造物に対して張力による負荷が掛からな

いよう、緩みを持たせて接続し且つ該構造物の倒伏範囲を前記他の構造物の配置位置から

ずらして限定する索状体と、

　前記構造物の下端ベース部における荷重の水平方向成分Ｒ Ｈと、前記構造物の下端ベー

ス部における荷重の鉛直方向成分Ｒ Ｖとが

　Ｒ Ｈ＝Ｍ・α－Ｔ・ｃｏｓφ´

　Ｒ Ｖ＝Ｍ・ｇ＋Ｔ・ｓｉｎφ´

　φ´＝ｃｏｓ
－ １
（（Ｌ・ｃｏｓφ＋Ｈ・ｓｉｎθ）／（Ｌ＋δ Ｋ＋δ Ｌ））

　但し、Ｍ：構造物の質量

　　　　α：地震加速度

　　　　ｇ：重力加速度

　　　　Ｔ：索状体の張力

　　　　φ：通常時の索状体の傾斜角度

　　　　φ´：地震発生時の索状体の傾斜角度

　　　　Ｌ：索状体の基礎側固定部と索状体の構造物に対する接続部との間の初期直線距
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　 　 　 　 Ｈ ： 構 造 物 の 下 端 ベ ー ス 部 か ら 索 状 体 の 接 続 部 ま で の 高 さ

　 　 　 　 θ ： 地 震 発 生 時 の 構 造 物 の 傾 斜 角 度

　 　 　 　 δ Ｋ ： 索 状 体 の 伸 び

　 　 　 　 δ Ｌ ： 索 状 体 の 初 期 緩 み 長 さ

よ り 求 め ら れ 、 前 記 Ｒ Ｈ 及 び Ｒ Ｖ に 耐 え る 強 度 を 有 す る 前 記 構 造 物 の 下 端 ベ ー ス 部 と

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 構 造 物 の 支 持 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 索 状 体 の 張 力 が

　 Ｔ ＝ （ Ｍ ・ α ・ ｃ ｏ ｓ θ ＋ Ｍ ・ ｇ ・ ｓ ｉ ｎ θ ） ・ Ｈ Ｇ ／ ｓ ｉ ｎ （ π ／ ２ － φ ´ － θ ） ・

Ｈ

　 但 し 、 Ｈ Ｇ ： 構 造 物 の 下 端 ベ ー ス 部 か ら 重 心 ま で の 高 さ

よ り 求 め ら れ 、 前 記 索 状 体 の 張 力 Ｔ に 耐 え る 強 度 を 有 す る 索 状 体 と 、

　 前 記 索 状 体 の 張 力 Ｔ に 耐 え る 強 度 を 有 す る 前 記 索 状 体 の 基 礎 側 固 定 部 と 、

　 前 記 索 状 体 の 張 力 Ｔ に 耐 え る 強 度 を 有 す る 前 記 索 状 体 の 構 造 物 に 対 す る 接 続 部 と

　 を 備 え た 請 求 項 １ 記 載 の 構 造 物 の 支 持 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 基 礎 側 固 定 部 は 、 前 記 構 造 物 の 他 の 構 造 物 に 対 向 す る 側 と は 反 対 側 の 複 数 箇 所 に 設

定 さ れ 、 前 記 基 礎 側 固 定 部 と 前 記 構 造 物 と を 接 続 す る 索 状 体 は 、 複 数 系 統 配 設 さ れ る 請 求

項 １ 又 は ２ 記 載 の 構 造 物 の 支 持 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 構 造 物 は 原 子 力 発 電 プ ラ ン ト に 設 置 さ れ る 排 気 筒 を 含 む 塔 状 構 造 物 で あ り 、 前 記 他

の 構 造 物 は 原 子 炉 格 納 容 器 を 含 む 建 造 施 設 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 構 造

物 の 支 持 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 構 造 物 の 支 持 装 置 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 一 般 に 、 原 子 力 発 電 プ ラ ン ト に 設 置 さ れ て い る 排 気 筒 は 、 煙 突 の よ う な 形 を し た 構 造 物

で あ り 、 原 子 炉 建 屋 内 を 換 気 し た 空 気 や タ ー ビ ン 駆 動 後 の 蒸 気 を 水 に 戻 す 復 水 器 を 真 空 に

す る た め に 抽 出 し た 空 気 等 を 外 部 に 排 出 す る た め の も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 前 記 排 気 筒 か ら 外 部 に 排 出 さ れ る 空 気 は 、 活 性 炭 式 希 ガ ス ホ ー ル ド ア ッ プ 装 置 や フ ィ ル

タ を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 周 辺 の 環 境 に 影 響 を 及 ぼ さ な い レ ベ ル ま で 放 射 性 物 質 が 除 去

さ れ る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 前 記 排 気 筒 は 、 周 辺 環 境 へ の 影 響 を 考 慮 す る と 重 要 な 構 造 物 と な っ て お り 、 又 、 万 が 一

、 倒 れ た 場 合 、 原 子 炉 格 納 容 器 や 原 子 炉 建 屋 等 の 他 の 重 要 な 建 造 施 設 へ 被 害 を 及 ぼ す 可 能

性 が あ る 。 前 記 排 気 筒 に 作 用 す る 厳 し い 自 然 現 象 と し て は 、 地 震 、 台 風 、 竜 巻 等 が 挙 げ ら

れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 前 記 排 気 筒 の 下 端 ベ ー ス 部 の 強 度 を 、 前 述 の よ う な 過 酷 な 自 然 現 象 を 新 た に 考 慮 し て 再

評 価 す る と 、 必 ず し も 充 分 で は な い 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の た め 、 オ イ ル ダ ン パ ー 等 の 制 振 装 置 が 組 み 込 ま れ た 支 持 鉄 塔 を 前 記 排 気 筒 の 周 り を

取 り 囲 む よ う に 建 設 し 、 該 排 気 筒 の 下 端 ベ ー ス 部 の 強 度 を 補 い つ つ 制 振 を 行 う こ と に よ り

、 排 気 筒 が 倒 れ る こ と を 防 止 し 、 他 の 重 要 な 建 造 施 設 へ 被 害 を 及 ぼ さ な い よ う に す る こ と

が 行 わ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 尚 、 前 記 排 気 筒 の よ う な 構 造 物 に 関 連 す る 一 般 的 技 術 水 準 を 示 す も の と し て は 、 例 え ば

、 特 許 文 献 １ 、 ２ が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ９ ２ ７ ８ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ８ ５ ８ ０ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 し か し な が ら 、 前 述 の 如 く 、 オ イ ル ダ ン パ ー 等 の 制 振 装 置 が 組 み 込 ま れ た 支 持 鉄 塔 を 排

気 筒 の 周 り を 取 り 囲 む よ う に 建 設 す る の で は 、 工 事 に 多 大 な 費 用 と 時 間 が 掛 か る と 共 に 、

支 持 鉄 塔 を 立 設 す る た め の 充 分 な 敷 地 が 必 要 と な っ て い た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 因 み に 、 前 記 排 気 筒 は 原 子 炉 建 屋 の 屋 上 の 端 部 に 設 置 さ れ て お り 、 こ の よ う な 場 合 、 支

持 鉄 塔 を 立 設 す る こ と が 通 常 の 場 合 よ り も 困 難 と な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な し た も の で 、 構 造 物 の 設 置 場 所 に か か わ ら ず 簡

単 な 構 成 で 安 価 且 つ 短 期 間 に 構 造 物 を 支 持 し 得 、 構 造 物 の 特 定 方 向 へ の 倒 壊 を 防 止 し て 他

の 重 要 な 建 造 施 設 に 対 す る 被 害 の 発 生 を 回 避 し 得 る 構 造 物 の 支 持 装 置 を 提 供 し よ う と す る

も の で あ る 。 又 、 前 述 の 制 振 装 置 、 支 持 鉄 塔 に よ る 構 造 物 の 補 強 を 行 う 場 合 に 、 該 構 造 物

の 施 工 中 の 特 定 方 向 へ の 倒 壊 を 防 止 す る た め の 仮 設 の 支 持 装 置 も 提 供 し 得 る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 は 、 立 設 さ れ る 構 造 物 が 他 の 構 造 物 の 側 へ 倒 れ な い よ う に す る 構 造 物 の 支 持 装 置

で あ っ て 、

　 前 記 構 造 物 の 他 の 構 造 物 に 対 向 す る 側 と は 反 対 側 の 箇 所 に 設 定 さ れ る 基 礎 側 固 定 部 と 、

　 該 基 礎 側 固 定 部 と 前 記 構 造 物 と を 、 通 常 時 に 構 造 物 に 対 し て 張 力 に よ る 負 荷 が 掛 か ら な

い よ う 、 緩 み を 持 た せ て 接 続 し 且 つ 該 構 造 物 の 倒 伏 範 囲 を 前 記 他 の 構 造 物 の 配 置 位 置 か ら

ず ら し て 限 定 す る 索 状 体 と 、

　 前 記 構 造 物 の 下 端 ベ ー ス 部 に お け る 荷 重 の 水 平 方 向 成 分 Ｒ Ｈ と 、 前 記 構 造 物 の 下 端 ベ ー

ス 部 に お け る 荷 重 の 鉛 直 方 向 成 分 Ｒ Ｖ と が

　 Ｒ Ｈ ＝ Ｍ ・ α － Ｔ ・ ｃ ｏ ｓ φ ´

　 Ｒ Ｖ ＝ Ｍ ・ ｇ ＋ Ｔ ・ ｓ ｉ ｎ φ ´

　 φ ´ ＝ ｃ ｏ ｓ
－ １

（ （ Ｌ ・ ｃ ｏ ｓ φ ＋ Ｈ ・ ｓ ｉ ｎ θ ） ／ （ Ｌ ＋ δ Ｋ ＋ δ Ｌ ） ）

　 但 し 、 Ｍ ： 構 造 物 の 質 量

　 　 　 　 α ： 地 震 加 速 度

　 　 　 　 ｇ ： 重 力 加 速 度

　 　 　 　 Ｔ ： 索 状 体 の 張 力

　 　 　 　 φ ： 通 常 時 の 索 状 体 の 傾 斜 角 度

　 　 　 　 φ ´ ： 地 震 発 生 時 の 索 状 体 の 傾 斜 角 度

　 　 　 　 Ｌ ： 索 状 体 の 基 礎 側 固 定 部 と 索 状 体 の 構 造 物 に 対 す る 接 続 部 と の 間 の 初 期 直 線 距

離

　 　 　 　 Ｈ ： 構 造 物 の 下 端 ベ ー ス 部 か ら 索 状 体 の 接 続 部 ま で の 高 さ

　 　 　 　 θ ： 地 震 発 生 時 の 構 造 物 の 傾 斜 角 度

　 　 　 　 δ Ｋ ： 索 状 体 の 伸 び

　 　 　 　 δ Ｌ ： 索 状 体 の 初 期 緩 み 長 さ

よ り 求 め ら れ 、 前 記 Ｒ Ｈ 及 び Ｒ Ｖ に 耐 え る 強 度 を 有 す る 前 記 構 造 物 の 下 端 ベ ー ス 部 と

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 構 造 物 の 支 持 装 置 に か か る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】
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　 前 記 構 造 物 の 支 持 装 置 に お い て は 、 前 記 索 状 体 の 張 力 を

　 Ｔ ＝ （ Ｍ ・ α ・ ｃ ｏ ｓ θ ＋ Ｍ ・ ｇ ・ ｓ ｉ ｎ θ ） ／ ｓ ｉ ｎ （ π ／ ２ － φ ´ － θ ）

　 但 し 、 Ｈ Ｇ ： 構 造 物 の 下 端 ベ ー ス 部 か ら 重 心 ま で の 高 さ

よ り 求 め ら れ 、 前 記 索 状 体 の 張 力 Ｔ に 耐 え る 強 度 を 有 す る 索 状 体 と 、

　 前 記 索 状 体 の 張 力 Ｔ に 耐 え る 強 度 を 有 す る 前 記 索 状 体 の 基 礎 側 固 定 部 と 、

　 前 記 索 状 体 の 張 力 Ｔ に 耐 え る 強 度 を 有 す る 前 記 索 状 体 の 構 造 物 に 対 す る 接 続 部 と

　 を 備 え る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 又 、 前 記 基 礎 側 固 定 部 は 、 前 記 構 造 物 の 他 の 構 造 物 に 対 向 す る 側 と は 反 対 側 の 複 数 箇 所

に 設 定 さ れ 、 前 記 基 礎 側 固 定 部 と 前 記 構 造 物 と を 接 続 す る 索 状 体 は 、 複 数 系 統 配 設 さ れ る

こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 又 、 前 記 構 造 物 の 支 持 装 置 に お い て 、 前 記 構 造 物 は 原 子 力 発 電 プ ラ ン ト に 設 置 さ れ る 排

気 筒 を 含 む 塔 状 構 造 物 で あ り 、 前 記 他 の 構 造 物 は 原 子 炉 格 納 容 器 を 含 む 建 造 施 設 で あ る よ

う に す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 構 造 物 の 支 持 装 置 に よ れ ば 、 構 造 物 の 設 置 場 所 に か か わ ら ず 簡 単 な 構 成 で 安 価

且 つ 短 期 間 に 構 造 物 を 支 持 し 得 、 構 造 物 の 特 定 方 向 へ の 倒 壊 を 防 止 し て 他 の 重 要 な 建 造 施

設 に 対 す る 被 害 の 発 生 を 回 避 し 得 る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 し 得 る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 構 造 物 の 支 持 装 置 の 実 施 例 を 示 す 概 要 構 成 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 平 面 図

、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 構 造 物 の 支 持 装 置 の 実 施 例 に お け る 排 気 筒 が ワ イ ヤ ロ ー プ で 支 持 さ れ る

場 合 の 荷 重 の 釣 り 合 い 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 通 常 時 の 側 面 図 、 （ ｂ ） は 地

震 発 生 時 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 構 造 物 の 支 持 装 置 の 実 施 例 に お け る 排 気 筒 の 下 端 ベ ー ス 部 を 示 す 側 面 図

で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 構 造 物 の 支 持 装 置 の 実 施 例 に お け る ワ イ ヤ ロ ー プ の 基 礎 側 固 定 部 及 び 排

気 筒 へ の 接 続 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 原 子 力 発 電 プ ラ ン ト の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 １ ～ 図 ５ は 本 発 明 の 構 造 物 の 支 持 装 置 の 実 施 例 で あ っ て 、 構 造 物 と し て の 排 気 筒 １ の

原 子 炉 格 納 容 器 ２ （ 他 の 構 造 物 ） に 対 向 す る 側 と は 反 対 側 の 複 数 箇 所 （ 図 １ の 例 で は 二 箇

所 ） に 、 基 礎 側 固 定 部 ３ を 設 定 し 、 該 基 礎 側 固 定 部 ３ と 前 記 排 気 筒 １ と を 複 数 系 統 （ 図 １

の 例 で は 二 系 統 ） の ワ イ ヤ ロ ー プ ４ （ 索 状 体 ） に よ っ て 接 続 し 、 前 記 排 気 筒 １ の 倒 伏 範 囲

Ｄ を 前 記 原 子 炉 格 納 容 器 ２ の 配 置 位 置 か ら ず ら し て 限 定 す る よ う に し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 記 排 気 筒 １ の 倒 伏 範 囲 Ｄ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す 如 く 、 前 記 基 礎 側 固 定 部 ３ を 中 心 と す

る 円 の 内 側 領 域 の 重 合 部 分 と な る た め 、 該 重 合 部 分 が 前 記 原 子 炉 格 納 容 器 ２ を 避 け る よ う

に 前 記 基 礎 側 固 定 部 ３ の 位 置 を 決 定 す れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ に 作 用 す る 張 力 Ｔ の 求 め 方 に つ い て 、 図 ２ （ ａ ） 及 び 図 ２ （

ｂ ） を 用 い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ２ （ ａ ） に 示 す 如 く 、 排 気 筒 １ の 質 量 を Ｍ 、 排 気 筒 １ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ か ら 重 心 ま
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で の 高 さ を Ｈ Ｇ 、 排 気 筒 １ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ か ら ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 接 続 部 ５ ま で の 高 さ

を Ｈ と す る 。 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 基 礎 側 固 定 部 ３ と ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 排 気 筒 １ に 対 す る 接 続

部 ５ と の 間 の 初 期 直 線 距 離 を Ｌ 、 通 常 時 の ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 傾 斜 角 度 を φ と す る と 、 排 気

筒 １ か ら ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 基 礎 側 固 定 部 ３ ま で の 水 平 距 離 は 、

　 Ｌ ・ ｃ ｏ ｓ φ

と な り 、 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 基 礎 側 固 定 部 ３ か ら 排 気 筒 １ に 対 す る 接 続 部 ５ ま で の 高 さ は 、

　 Ｌ ・ ｓ ｉ ｎ φ

と な る 。 尚 、 通 常 時 に 排 気 筒 １ に 対 し て ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 張 力 に よ る 負 荷 が 掛 か ら な い よ

う 、 該 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ に は 緩 み を 持 た せ て あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 一 方 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 如 く 、 水 平 方 向 へ の 地 震 加 速 度 を α 、 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 張 力 を

Ｔ 、 地 震 発 生 時 の ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 傾 斜 角 度 を φ ´ 、 排 気 筒 １ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ に お け

る 荷 重 の 水 平 方 向 成 分 を Ｒ Ｈ と す る と 、 水 平 方 向 に お け る 荷 重 の 釣 り 合 い は 、

　 Ｍ ・ α ＝ Ｔ ・ ｃ ｏ ｓ φ ´ ＋ Ｒ Ｈ

と 表 さ れ る 。 こ の た め 、

　 Ｒ Ｈ ＝ Ｍ ・ α － Ｔ ・ ｃ ｏ ｓ φ ´

と な る 。 又 、 重 力 加 速 度 を ｇ 、 排 気 筒 １ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ に お け る 荷 重 の 鉛 直 方 向 成 分

を Ｒ Ｖ と す る と 、 鉛 直 方 向 に お け る 荷 重 の 釣 り 合 い は 、

　 Ｍ ・ ｇ ＋ Ｔ ・ ｓ ｉ ｎ φ ´ ＝ Ｒ Ｖ

と 表 さ れ る 。 こ の た め 、

　 Ｒ Ｖ ＝ Ｍ ・ ｇ ＋ Ｔ ・ ｓ ｉ ｎ φ ´

と な る 。 こ こ で 、 地 震 発 生 時 の 排 気 筒 １ の 鉛 直 方 向 に 対 す る 傾 斜 角 度 を θ 、 ワ イ ヤ ロ ー プ

４ の 伸 び を δ Ｋ 、 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 初 期 緩 み 長 さ を δ Ｌ と す る と 、

　 φ ´ ＝ ｃ ｏ ｓ
－ １

（ （ Ｌ ・ ｃ ｏ ｓ φ ＋ Ｈ ・ ｓ ｉ ｎ θ ） ／ （ Ｌ ＋ δ Ｋ ＋ δ Ｌ ） ）

と な る 。 前 記 Ｒ Ｈ 及 び Ｒ Ｖ に 基 づ き 、 前 記 排 気 筒 １ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ の 選 定 を 行 う よ う

に す る 。 前 記 排 気 筒 １ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ は 、 例 え ば 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 台 座 ６ の 上 面 か

ら 複 数 本 の ア ン カ ー ボ ル ト ７ を 突 設 し 、 該 ア ン カ ー ボ ル ト ７ に 対 し 排 気 筒 １ の 底 部 に 設 け

ら れ た ベ ー ス プ レ ー ト ８ を 嵌 合 さ せ て ナ ッ ト ９ で 締 め 付 け る よ う に し た 構 成 を 有 し て い る

。 こ の よ う な 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ に お い て は 、 前 記 ア ン カ ー ボ ル ト ７ 及 び ナ ッ ト ９ と ベ ー ス

プ レ ー ト ８ の 強 度 が 前 記 Ｒ Ｈ 及 び Ｒ Ｖ に 耐 え 得 る か を 検 討 し 、 必 要 に 応 じ て 補 強 を 行 え ば

良 い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 更 に 、 前 記 排 気 筒 １ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ を 中 心 と す る モ ー メ ン ト の 釣 り 合 い は 、

　 （ Ｍ ・ α ・ ｃ ｏ ｓ θ ＋ Ｍ ・ ｇ ・ ｓ ｉ ｎ θ ） ・ Ｈ Ｇ ＝ Ｔ ・ ｓ ｉ ｎ （ π ／ ２ － φ ´ － θ ） ・

Ｈ

と 表 さ れ る 。 こ の た め 、

　 Ｔ ＝ （ Ｍ ・ α ・ ｃ ｏ ｓ θ ＋ Ｍ ・ ｇ ・ ｓ ｉ ｎ θ ） ・ Ｈ Ｇ ／ （ ｓ ｉ ｎ （ π ／ ２ － φ ´ － θ ）

・ Ｈ ）

と な る 。 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 張 力 Ｔ に 基 づ き 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 選 定 と 、 前 記 ワ イ

ヤ ロ ー プ ４ の 基 礎 側 固 定 部 ３ の 選 定 と 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 排 気 筒 １ に 対 す る 接 続 部 ５

の 選 定 と を 行 う よ う に す る 。 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ は 前 記 張 力 Ｔ に 耐 え る だ け の 充 分 な 強 度

を 有 す る も の を 選 定 す れ ば 良 い 。 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 基 礎 側 固 定 部 ３ に は 、 種 々 の 形 式

の も の を 採 用 で き る が 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 基 礎 側 に 固 定 さ れ る ブ ラ ケ ッ ト １ ０ 及

び 該 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ に 連 結 さ れ る シ ャ ッ ク ル １ １ を 用 い る 場 合 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ 及 び

シ ャ ッ ク ル １ １ は 、 前 記 張 力 Ｔ に よ っ て 生 じ る 荷 重 に 耐 え る だ け の 充 分 な 強 度 を 有 す る も

の を 選 定 す れ ば 良 い 。 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 排 気 筒 １ に 対 す る 接 続 部 ５ に も 、 例 え ば 、 図

４ に 示 す 如 く 、 構 造 物 と し て の 排 気 筒 １ 側 に 固 定 さ れ る ブ ラ ケ ッ ト １ ２ 及 び 該 ブ ラ ケ ッ ト

１ ２ に 連 結 さ れ る シ ャ ッ ク ル １ ３ を 用 い る 場 合 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト １ ２ 及 び シ ャ ッ ク ル １ ３

は 、 前 記 張 力 Ｔ に よ っ て 生 じ る 荷 重 に 耐 え る だ け の 充 分 な 強 度 を 有 す る も の を 選 定 す れ ば

良 い 。 尚 、 前 記 張 力 Ｔ は 、 二 系 統 あ る ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の う ち 一 系 統 の ワ イ ヤ ロ ー プ ４ に 作
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用 す る 力 で あ り 、 一 系 統 の ワ イ ヤ ロ ー プ ４ を 複 数 本 の ワ イ ヤ ロ ー プ ４ で 形 成 す る 場 合 、 一

本 の ワ イ ヤ ロ ー プ ４ に 作 用 す る 張 力 は 、 前 記 張 力 Ｔ を 本 数 で 割 っ た 値 と な る こ と は 言 う ま

で も な い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 因 み に 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 原 子 炉 格 納 容 器 ２ に 内 蔵 さ れ た 原 子 炉 圧 力 容 器 １ ４ で 加 熱 さ

れ た 蒸 気 は 、 タ ー ビ ン １ ５ を 回 転 駆 動 し て 発 電 機 １ ６ を 回 し 、 復 水 器 １ ７ で 水 に 戻 さ れ た

後 、 前 記 原 子 炉 圧 力 容 器 １ ４ に 戻 さ れ て 循 環 さ れ る よ う に な っ て い る 。 前 記 原 子 炉 格 納 容

器 ２ が 設 置 さ れ た 原 子 炉 建 屋 １ ８ 内 を 換 気 し た 空 気 は 、 フ ィ ル タ １ ９ を 通 過 さ せ る こ と に

よ り 、 周 辺 の 環 境 に 影 響 を 及 ぼ さ な い レ ベ ル ま で 放 射 性 物 質 が 除 去 さ れ た 後 、 前 記 排 気 筒

１ か ら 外 部 に 排 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。 又 、 前 記 復 水 器 １ ７ を 真 空 に す る た め に 空 気

抽 出 器 ２ ０ に よ っ て 抽 出 さ れ た 空 気 は 、 活 性 炭 式 希 ガ ス ホ ー ル ド ア ッ プ 装 置 ２ １ 及 び フ ィ

ル タ ２ ２ を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 周 辺 の 環 境 に 影 響 を 及 ぼ さ な い レ ベ ル ま で 放 射 性 物 質

が 除 去 さ れ た 後 、 前 記 排 気 筒 １ か ら 外 部 に 排 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 次 に 、 上 記 実 施 例 の 作 用 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 １ （ ａ ） 及 び 図 １ （ ｂ ） に 示 す 如 く 、 構 造 物 と し て の 排 気 筒 １ の 原 子 炉 格 納 容 器 ２ （

他 の 構 造 物 ） に 対 向 す る 側 と は 反 対 側 の 二 箇 所 に 、 基 礎 側 固 定 部 ３ を 設 定 し 、 該 基 礎 側 固

定 部 ３ と 前 記 排 気 筒 １ と を 二 系 統 の ワ イ ヤ ロ ー プ ４ （ 索 状 体 ） に よ っ て 接 続 す る と 、 前 記

排 気 筒 １ の 倒 伏 範 囲 Ｄ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す 如 く 、 前 記 基 礎 側 固 定 部 ３ を 中 心 と す る 円 の

内 側 領 域 の 重 合 部 分 と な る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 こ の た め 、 前 記 重 合 部 分 が 前 記 原 子 炉 格 納 容 器 ２ を 避 け る よ う に 前 記 基 礎 側 固 定 部 ３ の

位 置 を 決 定 す る と 、 地 震 等 が 発 生 し て も 、 前 記 排 気 筒 １ が 原 子 炉 格 納 容 器 ２ 側 へ 倒 れ る こ

と が 避 け ら れ 、 原 子 炉 格 納 容 器 ２ に 被 害 を 及 ぼ す 心 配 が な く な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 又 、 前 記 排 気 筒 １ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ に お け る 荷 重 の 水 平 方 向 成 分 Ｒ Ｈ と 、 前 記 排 気 筒

１ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ に お け る 荷 重 の 鉛 直 方 向 成 分 Ｒ Ｖ と が 前 述 の 数 式 よ り 求 め ら れ 、 前

記 Ｒ Ｈ 及 び Ｒ Ｖ に 基 づ き 、 前 記 排 気 筒 １ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ の 選 定 が 行 わ れ る の で 、 前 記

排 気 筒 １ に 地 震 等 に よ る 荷 重 が 作 用 し て も 、 前 記 排 気 筒 １ の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ が 水 平 方 向

へ 過 度 に ず れ た り 、 鉛 直 方 向 へ 引 き 抜 か れ た り す る こ と は な い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 更 に 又 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 張 力 Ｔ が 前 述 の 数 式 よ り 求 め ら れ 、 該 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の

張 力 Ｔ に 基 づ き 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 選 定 と 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 基 礎 側 固 定 部 ３ の

選 定 と 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ の 排 気 筒 １ に 対 す る 接 続 部 ５ の 選 定 と が 行 わ れ る の で 、 前 記

排 気 筒 １ に 地 震 等 に よ る 荷 重 が 作 用 し て も 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ が 破 断 す る こ と は な い 。

し か も 、 前 記 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ が 基 礎 側 固 定 部 ３ か ら 外 れ た り 、 前 記 排 気 筒 １ に 対 す る 接 続

部 ５ か ら 外 れ た り す る こ と も な い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の 結 果 、 オ イ ル ダ ン パ ー 等 の 制 振 装 置 が 組 み 込 ま れ た 支 持 鉄 塔 を 排 気 筒 １ の 周 り を 取

り 囲 む よ う に 建 設 す る の に 比 べ 、 工 事 に 多 大 な 費 用 と 時 間 が 掛 か ら な く な る 。 尚 、 前 記 制

振 装 置 が 組 み 込 ま れ た 支 持 鉄 塔 を 建 設 し て 構 造 物 の 補 強 を 行 う 場 合 に も 、 本 実 施 例 の 支 持

装 置 を 仮 設 の 支 持 装 置 と し て 利 用 す る こ と に よ り 、 建 設 中 の 地 震 等 に よ る 構 造 物 の 特 定 方

向 へ の 倒 壊 を 防 止 す る た め の 有 効 な 対 策 と な り 得 る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 又 、 前 記 排 気 筒 １ が 原 子 炉 建 屋 １ ８ の 屋 上 の 端 部 に 設 置 さ れ て い て 、 支 持 鉄 塔 を 立 設 す

る こ と が 困 難 と な っ て い た と し て も 、 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ う し て 、 構 造 物 と し て の 排 気 筒 １ の 設 置 場 所 に か か わ ら ず 簡 単 な 構 成 で 安 価 且 つ 短 期

間 に 排 気 筒 １ を 支 持 し 得 、 排 気 筒 １ の 特 定 方 向 へ の 倒 壊 を 防 止 し て 他 の 重 要 な 建 造 施 設 で
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あ る 原 子 炉 格 納 容 器 ２ や 原 子 炉 建 屋 １ ８ に 対 す る 被 害 の 発 生 を 回 避 し 得 る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 又 、 前 記 構 造 物 （ 本 実 施 例 で は 、 排 気 筒 １ ） の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ に お け る 荷 重 の 水 平 方

向 成 分 Ｒ Ｈ と 、 前 記 構 造 物 の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ に お け る 荷 重 の 鉛 直 方 向 成 分 Ｒ Ｖ と を 前 述

の 数 式 よ り 求 め 、 該 Ｒ Ｈ 及 び Ｒ Ｖ に 基 づ き 、 構 造 物 の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ の 選 定 を 行 う よ う

に し た の で 、 前 記 構 造 物 に 地 震 等 に よ る 荷 重 が 作 用 し て も 、 構 造 物 の 下 端 ベ ー ス 部 １ ａ が

水 平 方 向 へ 過 度 に ず れ た り 、 鉛 直 方 向 へ 引 き 抜 か れ た り す る こ と を 回 避 で き る 。 よ っ て 、

信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 更 に 又 、 前 記 索 状 体 （ 本 実 施 例 で は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ ４ ） の 張 力 Ｔ を 前 述 の 数 式 よ り 求 め

、 該 索 状 体 の 張 力 Ｔ に 基 づ き 、 前 記 索 状 体 の 選 定 と 、 前 記 索 状 体 の 基 礎 側 固 定 部 ３ の 選 定

と 、 前 記 索 状 体 の 構 造 物 に 対 す る 接 続 部 ５ の 選 定 と を 行 う よ う に し た の で 、 前 記 構 造 物 に

地 震 等 に よ る 荷 重 が 作 用 し て も 、 前 記 索 状 体 が 破 断 す る こ と を 回 避 で き る 。 し か も 、 前 記

索 状 体 が 基 礎 側 固 定 部 ３ か ら 外 れ た り 、 前 記 構 造 物 に 対 す る 接 続 部 ５ か ら 外 れ た り す る こ

と を 回 避 で き 、 信 頼 性 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 一 方 、 前 記 基 礎 側 固 定 部 ３ を 、 前 記 構 造 物 の 他 の 構 造 物 （ 本 実 施 例 で は 、 原 子 炉 格 納 容

器 ２ ） に 対 向 す る 側 と は 反 対 側 の 一 箇 所 だ け に 設 定 し 、 前 記 基 礎 側 固 定 部 ３ と 前 記 構 造 物

と を 一 系 統 の 索 状 体 の み で 接 続 す る こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。 し か し 、 前 記 基 礎 側 固 定 部 ３

は 、 前 記 構 造 物 の 他 の 構 造 物 に 対 向 す る 側 と は 反 対 側 の 複 数 箇 所 （ 本 実 施 例 で は 二 箇 所 ）

に 設 定 さ れ 、 前 記 基 礎 側 固 定 部 ３ と 前 記 構 造 物 と を 接 続 す る 索 状 体 は 、 複 数 系 統 （ 本 実 施

例 で は 二 系 統 ） 配 設 さ れ る よ う に し た の で 、 構 造 物 の 倒 伏 範 囲 Ｄ を よ り 狭 め る こ と が で き

、 有 効 と な る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 又 、 前 記 構 造 物 は 原 子 力 発 電 プ ラ ン ト に 設 置 さ れ る 排 気 筒 １ を 含 む 塔 状 構 造 物 で あ り 、

前 記 他 の 構 造 物 は 原 子 炉 格 納 容 器 ２ を 含 む 建 造 施 設 で あ る の で 、 厳 し い 自 然 現 象 に 対 し て

信 頼 性 の 高 さ が 要 求 さ れ る 原 子 力 発 電 プ ラ ン ト の よ う な 設 備 に お い て 、 排 気 筒 １ の よ う な

塔 状 構 造 物 が 倒 れ て 原 子 炉 格 納 容 器 ２ や 原 子 炉 建 屋 １ ８ の よ う な 建 造 施 設 へ 被 害 を 及 ぼ す

こ と を 、 工 事 に 多 大 な 費 用 と 時 間 を 掛 け ず に 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 尚 、 本 発 明 の 構 造 物 の 支 持 装 置 は 、 上 述 の 実 施 例 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発

明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 種 々 変 更 を 加 え 得 る こ と は 勿 論 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 １ 　 　 　 排 気 筒 （ 構 造 物 、 塔 状 構 造 物 ）

　 １ ａ 　 　 下 端 ベ ー ス 部

　 ２ 　 　 　 原 子 炉 格 納 容 器 （ 他 の 構 造 物 、 建 造 施 設 ）

　 ３ 　 　 　 基 礎 側 固 定 部

　 ４ 　 　 　 ワ イ ヤ ロ ー プ （ 索 状 体 ）

　 ５ 　 　 　 接 続 部

　 Ｄ 　 　 　 倒 伏 範 囲
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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